
 令和4年10月新規採用予定職員人件費（8名分）

事業概要
(理由含）

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

3,116,426

令和 4 年度 宇陀市 一般会計

所管課

事業
区分

継続 事業名 人件費（正規職員分）
補正予算

3,086,245

R4現計
予算額

[第 3 号] 事業別シート

宇陀市一般会計予算(市⻑公室)

事業の目的

区分 区分名№

目

款

項

人事課

 新規採用職員については毎年4月に採用しているが、令
和4年度から10月採用を実施し、安定した職員の確保を
図る。

備  考

事業

根拠条例等
総合計画 基本計画 ６−２−３ 持続可能な財政運営を確立します

30,181

特定財源の状況（単位：千円）

分担金･負担金

使用料･手数料

国費

県費

市債

その他

R4補正前
予算額

一般財源 30,181

補正額

財源の内訳（単位：千円）
一般会計人件費 （単位：千円）
給料 13,920
職員手当 9,086
共済費 4,807
退職手当組合負担金 2,368

合　計 30,181

科　目 補正前 補正 補正後 単位
職員数（特別職含む） 376 8 384 人
給料 1,472,993 13,920 1,486,913 千円
職員手当 874,804 9,086 883,890 千円
共済費 501,353 4,807 506,160 千円
退職手当組合負担金 237,095 2,368 239,463 千円

合　計 3,086,245 30,181 3,116,426 千円
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特定財源の状況（単位：千円）

分担金･負担金

使用料･手数料

国費

県費

市債

その他

R4補正前
予算額

一般財源 530

補正額

財源の内訳（単位：千円）

備  考

事業 1 議会費

根拠条例等 地方自治法の規定、宇陀市議会会議規則
総合計画 基本計画 ６−１−２ 市⺠協働のまちづくりを推進します

530

宇陀市一般会計予算 

事業の目的

区分 区分名№

目 1 議会費

款 1 議会費

項 1 議会費

議会事務局

 委員会の所管事務に関する当市が抱えている課題につ
いて、先進地の事例の調査研究を行うことにより、見聞
を広め今後の市のまちづくりにつなげていく。

[第 3 号] 事業別シート

総務産業常任委員会行政視察に伴う旅費の増額補正
（41千円＋12千円×1泊）×10人＝530千円

【視察内容】
指定管理者制度、テレワーク、スポーツツーリズム、Ｄ
Ｘ(デジタルトランスフォーメーション)  等

事業概要
(理由含）

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

2,419

令和 4 年度 宇陀市 一般会計

所管課

事業
区分

継続 事業名 議会行政視察事業
補正予算

1,889

R4現計
予算額

科 目 補正前 補正額 補正後
旅費 1,889 530 2,419

(単位:千円)
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工事概要
・路面補修、水路補修
・延⻑ 31ｍ

施設概要
・所在 室生大野地内
・地番 大野4226番地
・地目 公衆用道路
・現況 生活道路

事業概要
(理由含）

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

3,000

令和 4 年度 宇陀市 一般会計

所管課

事業
区分

新規 事業名 室生大野地内公有地維持補修工事
補正予算

R4現計
予算額

[第 3 号] 事業別シート

宇陀市一般会計予算(総務部)

事業の目的

区分 区分名№

目 3 財産管理費

款 2 総務費

項 1 総務管理費

管財課

 室生大野地内の公有地（公衆用道路）について、陥没
が生じ通行に危険が生じていることから修繕工事を行
い、利用者の安全の確保を図る。

備  考

事業 1 本庁財産管理費

根拠条例等
総合計画

地域づくり推進基金繰入金 3,000

基本計画 ２−３−１ 安全で快適な道路環境を整備・維持します

3,000

特定財源の状況（単位：千円）

分担金･負担金

使用料･手数料

国費

県費

市債

その他 3,000

R4補正前
予算額

一般財源

補正額

財源の内訳（単位：千円）

科 目 内　容 補正前 補正額 補正後

工事請負費 公有地維持補修工事 0 3,000 3,000

(単位:千円)
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特定財源の状況（単位：千円）

分担金･負担金

使用料･手数料

国費

県費

市債

その他

R4補正前
予算額

一般財源 325,000

補正額

財源の内訳（単位：千円）

備  考

事業 1 本庁財産管理費

根拠条例等 宇陀市財政調整基金条例
総合計画 基本計画 ６−２−３ 持続可能な財政運営を確立します

325,000

宇陀市一般会計予算(総務部)

事業の目的

区分 区分名№

目 3 財産管理費

款 2 総務費

項 1 総務管理費

財政課

 将来の財政負担に備えるため、財政調整基金への積み
立てを行う。

[第 3 号] 事業別シート

 後年度において財源不足が生じたときの調整財源とし
て財政調整基金に積み立て、財政の健全な運営に資す
る。
 財政調整基金積立金 325,000千円

事業概要
(理由含）

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

326,695

令和 4 年度 宇陀市 一般会計

所管課

事業
区分

継続 事業名 財政調整基金積立金
補正予算

1,695

R4現計
予算額

基金名
財政調整基金

令和4年度末の基金残高の見込み
（千円）

令和4年度末残高（見込）
1,964,368

科 目 補正前 補正額 補正後
積立金 1,695 325,000 326,695

(単位:千円)
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令和 4 年度 宇陀市 一般会計 補正予算 [第 3 号] 事業別シート
事業
区分

継続 事業名 まちづくり協議会支援事業
所管課 地域振興課 (市⻑公室) 宇陀市一般会計予算

款 2 総務費

区分 № 区分名

事業の目的

 地域住⺠が⾝近な課題解決に向け、それぞれの地域の
個性を活かして自主的にまちづくりを推進するため「ま
ちづくり協議会」の活動を支援する。

事業 102
まちづくり支援費（まち
づくり協議会支援事業）

目 17 まちづくり支援費

項 1 総務管理費

総合計画 基本計画 ６−１−２ 市⺠協働のまちづくりを推進します
根拠条例等 「まちづくり基本理念条例、「宇陀市いきいき地域づくり補助金交付要綱」

国費

県費

市債

事業概要
(理由含）

財源の内訳（単位：千円） 移住定住による地域づくり事業や地域文化の継承と地
域財産による事業及び地域活性化等への支援。
〇神⼾まちづくり協議会      600千円
（安心して暮らせる地域づくり事業）
〇菟田野まちづくり協議会     150千円
（移住定住による地域づくり事業）
〇伊那佐地区まちづくり協議会     350千円
（地域文化の伝承と地域財産の保護による事業）
〇⻄⾕地区まちづくり協議会      60千円
（地域文化の伝承と地域財産の保護による事業）
〇三本松まちづくり協議会(基本分)    500千円

分担金･負担金

使用料･手数料

その他 500

一般財源 1,160

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

t
補正額 1,660

R4補正前
予算額

24,598

R4現計
予算額

26,258

特定財源の状況（単位：千円）
総務管理費寄附金  500

備  考

科 目 補正前 補正額 補正後

報酬　　（アドバイザー人件費） 6,369 6,369

職員手当（アドバイザー人件費） 656 656

旅費　　（アドバイザー費用弁償） 341 341

需用費 25 25

役務費 5 5

委託料 222 222

使用料及び賃借料 480 480

負担金、補助及び交付金 16,500 1,660 18,160

合 計 24,598 1,660 26,258

(単位:千円)
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〇相続人不存在の相続財産を管理する相続財産管理人の
選任申立に係る費用
■通信運搬費   3千円
（連絡用切手            2,900円）
■手数料   1,006千円
（相続財産管理人選任申立予納金 1,000,000円）
（官報公告料            4,230円）
（申立手数料               800円）
〇申立先 被相続人死亡時住所の家庭裁判所
〇換価代金の配当順位
 ①相続財産の換価に要した必要経費
 ②滞納税
 ③なお余剰がある場合は国庫に帰属

事業概要
(理由含）

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

3,562

令和 4 年度 宇陀市 一般会計

所管課

事業
区分

継続 事業名 徴収対策経費
補正予算

2,553

R4現計
予算額

[第 3 号] 事業別シート

宇陀市一般会計予算(総務部)

事業の目的

区分 区分名№

目 3 徴収対策費

款 2 総務費

項 2 徴税費

徴収対策課

 相続人不存在の相続財産について、家庭裁判所に相続
財産管理人の選任申立を行い、選任された相続財産管理
人によって当該相続財産を換価し、滞納税の回収を行
う。

備  考

事業 1 本庁徴収対策費

根拠条例等 ⺠法
総合計画

滞納処分費   1,009

基本計画 ６−２−３ 持続可能な財政運営を確立します

1,009

特定財源の状況（単位：千円）

分担金･負担金

使用料･手数料

国費

県費

市債

その他 1,009

R4補正前
予算額

一般財源

補正額

財源の内訳（単位：千円）

科　目 補正前 補正額 補正後

報償費 40 40
旅費 50 50
需用費 578 578
役務費 985 1,009 1,994
委託料 542 542
使用料及び賃借料 296 296
負担金、補助及び交付金 40 40
公課費 22 22

合　計 2,553 1,009 3,562

（単位：千円）
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特定財源の状況（単位：千円）

分担金･負担金

使用料･手数料

国費 2,400

県費

市債

その他

R4補正前
予算額

一般財源

補正額

財源の内訳（単位：千円）

備  考

事業 2 新型コロナウイルス感
染症対策事業費

根拠条例等 介護保険法（在宅医療と介護連携推進事業）
総合計画

新型コロナウイルス感染症対応
地方創生臨時交付金    2,400

基本計画 １−１−１ 新型コロナウイルスなど感染症予防や対策の充実を図ります

2,400

宇陀市一般会計予算(健康福祉部)

事業の目的

区分 区分名№

目 1 社会福祉総務費

款 3 ⺠生費

項 1 社会福祉費

医療介護あんしんセンター

 在宅で療養する要介護者及び障がい者等が新型コロナ
ウイルス感染症における疑似症または濃厚接触者になっ
た場合に、経過観察する期間を入院療養したり、在宅で
サービスを受けながら、安心して過ごせる事を目的とす
る。

[第 3 号] 事業別シート

［濃厚接触者介護サービス］
 在宅で療養するためのサービスを提供する介護事業所
に委託し、濃厚接触者が自宅でサービスの委託をした場
合、1事業所あたり月100千円を支給する。
 変異株のオミクロン株により感染が拡大し、発熱外来
受診者が増加した。これまで高齢者が感染した場合は入
院治療が優先されたが、入院せずに在宅で介護サービス
を受ける高齢者が増加したため予算の増額を行う。
 １事業所100千円×４事業所×6ヶ月=2,400千円

事業概要
(理由含）

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

4,050

令和 4 年度 宇陀市 一般会計

所管課

事業
区分

継続 事業名
新型コロナウイルス感染症疑似症及び濃厚接触者となった
要介護者等への支援事業

補正予算

1,650

R4現計
予算額

科 目 内　容 補正前 補正額 補正後
濃厚接触者介護サービス 1,000 2,400 3,400
濃厚接触者の移動支援 600 0 600

感染防止対策 50 0 50
1,650 2,400 4,050

(単位:千円)

合　計

委託料

4月 5・6月 7月
濃厚接触者介護サービス 3 8 1 0 5

濃厚接触者の移動支援 7 11 1 0 3

感染防止対策 5 0 0 0 0

令和
2年度

令和
3年度

令和4年度
内　容

委託件数(件)
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平成28年(前回) 本市調査対象外
令和  3年      新型コロナウイルス感染症の流行により延期
令和  4年(今回) 本市調査対象(調査対象地区の増加)
■調査費用  調査員報酬   52千円
■調査対象者 231人
・⾝体障害者手帳、療育手帳、精神障害者保健福祉手帳をお持
ちの方
・知的障害、発達障害、高次脳機能障害、難病と診断されたこ
とがある方
・慢性疾患などの⻑引く病気やけが等により⽇常生活のしづら
さが生じている方
■調査内容
・年齢、性別、障害の原因、住居、就労・就学の状況等
・障害福祉サービス等の利用状況、利用の希望等

事業概要
(理由含）

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

52

令和 4 年度 宇陀市 一般会計

所管課

事業
区分

新規 事業名 生活のしづらさなどに関する調査事業
補正予算

R4現計
予算額

[第 3 号] 事業別シート

宇陀市一般会計予算(健康福祉部)

事業の目的

区分 区分名№

目 2 障害者福祉費

款 3 ⺠生費

項 1 社会福祉費

介護福祉課

 在宅の障害児・者及び難病等により、⽇常生活のしづ
らさが生じている方の生活実態と支援ニーズの把握を目
的に調査を行う。本調査は厚生労働省が５年に一度実施
しており、奈良県の委託を受けて行う。

備  考

事業 1 本庁障害者福祉費

根拠条例等 令和4年生活のしづらさなどに関する調査（全国在宅障害児・者等実態調査）調査要綱
総合計画

生活のしづらさなどに関する調査
委託金           52

基本計画 １−２−１ だれもが住み慣れた地域で安心し生きがいを持って暮らせるよう支援します

52

特定財源の状況（単位：千円）

分担金･負担金

使用料･手数料

国費

県費 52

市債

その他

R4補正前
予算額

一般財源

補正額

財源の内訳（単位：千円）

科 目 補正前 補正額 補正後

報酬 0 52 52

(単位:千円)
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令和 4 年度 宇陀市 一般会計 補正予算 [第 3 号] 事業別シート
事業
区分

新規 事業名 児童措置費国・県補助金返還金
所管課 こども未来課 (健康福祉部) 宇陀市一般会計予算

款 3 ⺠生費

区分 № 区分名

事業の目的

 令和3年度における子どものための教育・保育給付費
国・県給付費等の実績報告における給付費等の確定に伴
う、国庫補助金等の返還。

事業

目 2 児童措置費

項 2 児童福祉費

総合計画 基本計画 １−３−２ 子どもが健やかに育つよう支援します
根拠条例等 子ども・子育て支援法

国費

県費

市債

事業概要
(理由含）

財源の内訳（単位：千円） 令和3年度実績確定に伴う返還金

分担金･負担金

使用料･手数料

その他

一般財源 36,129

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

補正額 36,129

R4補正前
予算額
R4現計
予算額

36,129

特定財源の状況（単位：千円）

備  考

内　容 返還先 返還額

子どものための教育・保育給付費 国 12,014

子ども・子育て支援交付金 国 58

子ども・子育て支援事業費補助金(システム改修) 国 187

子育て世帯への臨時特別給付金 国 19,248

新型コロナ感染症セーフティーネット強化交付金 国 4,318

施設型給付費県費交付金 県 304

36,129

(単位:千円)

合 計

科 目 補正前 補正額 補正後

償還金、利子及び割引料 0 36,129 36,129

(単位:千円)

-9-



特定財源の状況（単位：千円）

分担金･負担金

使用料･手数料

国費

県費

市債

その他

R4補正前
予算額

一般財源 18

補正額

財源の内訳（単位：千円）

備  考

事業 1 本庁ひとり親家庭等福
祉費

根拠条例等
総合計画 基本計画 １−３−２ 子どもが健やかに育つよう支援します

18

宇陀市一般会計予算(健康福祉部)

事業の目的

区分 区分名№

目 6 ひとり親家庭等福祉費

款 3 ⺠生費

項 2 児童福祉費

こども未来課

 令和3年度における⺟子家庭等対策総合支援事業の実績
報告における給付費の確定に伴う、国庫補助金の返還。

[第 3 号] 事業別シート

 令和3年度実績確定に伴う返還金

事業概要
(理由含）

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

18

令和 4 年度 宇陀市 一般会計

所管課

事業
区分

新規 事業名 ひとり親家庭等福祉費国庫補助金返還金
補正予算

R4現計
予算額

科 目 補正前 補正額 補正後

償還金、利子及び割引料 0 18 18

(単位:千円)

内　容 返還先 返還額

母子家庭等対策総合支援事業 国 18

(単位:千円)
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特定財源の状況（単位：千円）

分担金･負担金

使用料･手数料

国費 3,150

県費

市債

その他

R4補正前
予算額

一般財源 ▲ 78

補正額

財源の内訳（単位：千円）

備  考

事業 3 新型コロナウイルス感染
症生活困窮者自立支援金

根拠条例等
総合計画

新型コロナウイルス感染症セーフ
ティネット交付金（事務費分）
             90
新型コロナウイルス感染症セーフ
ティネット交付金（事業費分）
             3,060

基本計画 １−１−１ 新型コロナウイルスなど感染症予防や対策の充実を図ります

3,072

宇陀市一般会計予算(健康福祉部)

事業の目的

区分 区分名№

目 1 生活保護総務費

款 3 ⺠生費

項 3 生活保護費

厚生保護課

 新型コロナウイルス感染症による影響が⻑期化する中
で、既に総合支援資金の再貸付が終了するなどにより、
特例貸付を利用できない生活困窮世帯が存在する。
 こうした世帯に対して、就労による自立を図るため、
また、それが困難な場合には円滑に生活保護の受給へつ
なげるために、新型コロナウイルス感染症生活困窮者自
立支援金を支給する。

[第 3 号] 事業別シート

支給上限月数：3ヶ月

事業概要
(理由含）

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

4,355

令和 4 年度 宇陀市 一般会計

所管課

事業
区分

継続 事業名 新型コロナウイルス感染症生活困窮者自立支援金支給事業
補正予算

1,283

R4現計
予算額

科 目 補正前 補正額 補正後
職員手当等 140 140
役務費 3 12 15

扶助費 1,140 3,060 4,200

合 計 1,283 3,072 4,355

(単位:千円)

（補正内容） (単位:千円)
科 目 内　容 金　額

役務費 郵送料 12

扶助費
新型コロナウイルス感染症
生活困窮者自立支援金

3,060

3,072合 計

（支給要件と支給額の概要）

世帯
人数

月額収入
上限

（千円）

資産上限

（千円）

支給
月額

（千円）

支給
月数
(ヶ月)

件数

（件）

支給
総額

（千円）

1人 111 468 60 3 5 900

2人 155 690 80 3 4 960

3人以上 　 183～ 　 840～ 100 3 4 1,200

3,060扶助費合計
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 令和3年度農業者年金業務委託事務の実績確定に伴う委
託手数料の返還。

事業概要
(理由含）

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

14

令和 4 年度 宇陀市 一般会計

所管課

事業
区分

新規 事業名 農業者年金業務県委託金返還金
補正予算

R4現計
予算額

[第 3 号] 事業別シート

宇陀市一般会計予算(農林商工部農林課内)

事業の目的

区分 区分名№

目 1 農業委員会費

款 5 農林水産業費

項 1 農業費

農業委員会

 独立行政法人農業者年金基金より農業者年金業務委託
手数料の交付を受け、農業者年金の業務を行うことによ
り、農業者の老後生活の安定と農業者の確保を図る。

備  考

事業 1 農業委員会費

根拠条例等 農業者年金業務委託手数料交付要綱
総合計画 基本計画 ３−３−２ 人材の確保と育成など魅力ある農林畜産業経営の強化を図ります

14

特定財源の状況（単位：千円）

分担金･負担金

使用料･手数料

国費

県費

市債

その他

R4補正前
予算額

一般財源 14

補正額

財源の内訳（単位：千円）

科 目 補正前 補正額 補正後
償還金、利子及び割引料 0 14 14

(単位:千円)
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R4補正前
予算額

10,422

R4現計
予算額

12,365

特定財源の状況（単位：千円）
地域づくり推進基金繰入金 1,943

備  考

補正額 1,943

事業概要
(理由含）

財源の内訳（単位：千円）

分担金･負担金

使用料･手数料

その他 1,943

一般財源

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

  宮奥ダム水位計の不具合に伴う部品交換の修繕を行
う。
    水位計部品交換費・・1,943千円（税込）

国費

県費

市債

総合計画 基本計画 ３−３−１ 地域の特性を活かした農業生産基盤の整備と農地の有効活用を推進します
根拠条例等 宇陀市宮奥ダム管理条例、宇陀市宮奥ダム管理条例施行規則、河川法、河川法施行令、河川法施行規則、水利使用規則

款 5 農林水産業費

区分 № 区分名

事業の目的

 宇陀川の最上流に位置する宮奥ダムの適切な管理運営
により、大宇陀南部⻄部地域の安定した農業用水及び南
部地域の生活用水の確保を行う。

事業 25 宮奥ダム管理費

目 3 農業振興費

項 1 農業費

所管課 農林課 (農林商工部) 宇陀市一般会計予算

事業
区分

継続 事業名 宮奥ダム管理運営事業
令和 4 年度 宇陀市 一般会計 補正予算 [第 3 号] 事業別シート

科　目 内　容 補正前 補正額 補正後
旅費 156 156
需用費 水位計修繕 4,143 1,943 6,086
役務費 647 647
委託料 5,287 5,287
負担金、補助
及び交付金

180 180

公課費 9 9
合　計 10,422 1,943 12,365

(単位:千円)
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 奈良県が行う創業支援資金を受け、市内で創業を行う
事業者に対し、同資金の借入額10％を助成する。
・負担金、補助及び交付金
 1,500千円×1件（榛原⻑峯地区で創業予定）
［実績］
Ｒ3年度 1件    700千円
Ｒ4年度 2件 1,550千円（執行済分）事業概要

(理由含）

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

3,450

令和 4 年度 宇陀市 一般会計

所管課

事業
区分

継続 事業名
アントレプレナー育成循環事業
【創業・既存企業等支援ネットワーク事業】

補正予算

1,950

R4現計
予算額

[第 3 号] 事業別シート

宇陀市一般会計予算(農林商工部)

事業の目的

区分 区分名№

目 8 産業企画費

款 5 農林水産業費

項 1 農業費

商工産業課

 奈良県創業支援資金事業と連携し、宇陀市内での創業
を支援するため、同資金の借入額に対し助成すること
で、市内での創業の支援を図る。
 また、市創業支援計画に基づき、認定連携創業支援事
業者である宇陀商工会と連携し、経営・財務等をテーマ
にしたセミナーを開催する。

備  考

事業 101
産業企画費（創業・既
存企業等支援事業）

根拠条例等 宇陀市創業支援助成金交付要綱
総合計画 基本計画 ３−２−１ 起業家など多様な人材を育成します

1,500

特定財源の状況（単位：千円）

分担金･負担金

使用料･手数料

国費

県費

市債

その他

R4補正前
予算額

一般財源 1,500

補正額

財源の内訳（単位：千円）

科 目 内　容 補正前 補正額 補正後

委託料
セミナー開催
委託料

450 450

負担金、補助
及び交付金

創業支援助成金 1,500 1,500 3,000

1,950 1,500 3,450

(単位:千円)

合 計
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 令和3年度事業費確定に伴う返還金

事業概要
(理由含）

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

2,135

令和 4 年度 宇陀市 一般会計

所管課

事業
区分

新規 事業名 美しい森林づくり基盤整備事業国庫補助金返還金
補正予算

R4現計
予算額

[第 3 号] 事業別シート

宇陀市一般会計予算(農林商工部)

事業の目的

区分 区分名№

目 2 林業振興費

款 5 農林水産業費

項 2 林業費

農林課

 令和3年度における美しい森林づくり基盤整備事業費の
確定に伴う国庫補助金の返還。

備  考

事業 1 林業振興費

根拠条例等 宇陀市美しい森林づくり基盤整備事業補助金交付要綱
総合計画 基本計画 ３−３−４ 山林を適切に管理します

2,135

特定財源の状況（単位：千円）

分担金･負担金

使用料･手数料

国費

県費

市債

その他

R4補正前
予算額

一般財源 2,135

補正額

財源の内訳（単位：千円）

年度 返還金
R3 2,135

(単位:千円)
交付金名

美しい森林づくり基盤整備事業

科 目 補正前 補正額 補正後
償還金、利子及び割引料 0 2,135 2,135

(単位:千円)
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令和 4 年度 宇陀市 一般会計 補正予算 [第 3 号] 事業別シート
事業
区分

継続 事業名 キャッシュレス決済地域活性化事業
所管課 商工産業課 (農林商工部) 宇陀市一般会計予算

款 6 商工費

区分 № 区分名

事業の目的

 新型コロナウイルス感染症の影響で落ち込んでいる地
域経済への対策として、非接触型決済事業者（キャッ
シュレス業者）と連携し市内で買い物をした方にポイン
ト付与することで、市内事業者の活性化を図る。

事業 3 新型コロナウイルス感
染症対策事業費

目 1 商工振興費

項 1 商工費

総合計画 基本計画 ３−４−２ 地元で活動する事業者を支援します
根拠条例等

国費 ▲ 15,511

県費

市債

事業概要
(理由含）

財源の内訳（単位：千円）キャッシュレス決済地域活性化事業の精算に伴う減額

分担金･負担金

使用料･手数料

その他

一般財源

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

補正額 ▲ 15,511

R4補正前
予算額

44,424

R4現計
予算額

28,913

特定財源の状況（単位：千円）
新型コロナウイルス感染症対応
地方創生臨時交付金   ▲15,511

備  考

科 目 内　容 補正前 補正額 補正後

委託料
地域活性化
キャンペーン

44,424 ▲ 15,511 28,913

(単位:千円)
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令和 4 年度 宇陀市 一般会計 補正予算 [第 3 号] 事業別シート
事業
区分

継続 事業名 大和信用金庫旧榛原支店サテライトオフィス設立事業

所管課 商工産業課 (農林商工部) 宇陀市一般会計予算

款 6 商工費

区分 № 区分名

事業の目的

 地域経済の活性化及び高度な情報通信技術の活用によ
る新たな起業・就労機会の拡大を図り、市内への移住促
進に資することを目的とする。

事業 4 企業誘致推進費

目 1 商工振興費

項 1 商工費

総合計画 基本計画 ３−４−３ 企業誘致を進めるとともに新たな産業の展開を支援します
根拠条例等 宇陀市サテライトオフィス条例

国費 7,414

県費

市債 7,000

事業概要
(理由含）

財源の内訳（単位：千円） 物価高騰に伴う工事請負費の増額補正。

分担金･負担金

使用料･手数料

その他

一般財源 415

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

補正額 14,829

R4補正前
予算額

169,036

R4現計
予算額

183,865

特定財源の状況（単位：千円）
地方創生拠点整備交付金 7,414
合併特例債       7,000

備  考

科 目 補正前 補正額 補正後
需用費 385 385
役務費 146 146
委託料 23,514 23,514
工事請負費 133,991 14,829 148,820
備品購入費 11,000 11,000

合 計 169,036 14,829 183,865

(単位:千円)
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令和 4 年度 宇陀市 一般会計 補正予算 [第 3 号] 事業別シート
事業
区分

新規 事業名 公⺠連携まちづくり推進事業
所管課 まちづくり推進課 (建設部) 宇陀市一般会計予算

款 7 土木費

区分 № 区分名

事業の目的

 県市連携まちづくりを進めるにあたり、計画検討段階
から⺠間等と対話し、⺠間投資を呼び込むため、⺠間事
業者・大学・団体・行政等多様な主体が連携する場「公
⺠連携まちづくりプラットフォーム」を設置し、公・
⺠、⺠・⺠連携（※コンソーシアム）による事業創出を
目指す。

事業 1 本庁都市計画総務費

目 1 都市計画総務費

項 4 都市計画費

総合計画 基本計画 ３−４−３ 企業誘致を進めるとともに新たな産業の展開を支援します
根拠条例等

事業概要
(理由含）

財源の内訳（単位：千円）

分担金･負担金

使用料･手数料

その他

一般財源 3,055

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

委託料
・プラットフォームキックオフフォーラムの運営、とり
まとめ（4回）
・コンソーシアムの創出に向けた検討
旅費
・連携する⺠間企業への訪問、打合せ

※コンソーシアムとは
 目的を同じくした企業等の集まり

国費

県費 2,500

市債

R4補正前
予算額
R4現計
予算額

5,555

特定財源の状況（単位：千円）
県市まちづくり連携事業補助金
             2,500

備  考

補正額 5,555
科 目 補正前 補正額 補正後

旅費 0 555 555
委託料 0 5,000 5,000

合 計 0 5,555 5,555

(単位:千円)
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特定財源の状況（単位：千円）

分担金･負担金

使用料･手数料

国費 4,500

県費

市債

その他 4,500

R4補正前
予算額

一般財源

補正額

財源の内訳（単位：千円）

備  考

事業 1 本庁都市計画総務費

根拠条例等
総合計画

社会資本整備総合交付金 4,500
ふるさと応援基金繰入金 4,500

基本計画 ２−４−１ 自然災害や感染症に強い安心して住み続けられるまちづくりを推進します

9,000

宇陀市一般会計予算(建設部)

事業の目的

区分 区分名№

目 1 都市計画総務費

款 7 土木費

項 4 都市計画費

まちづくり推進課

 大地震等が発生した場合に大きな被害が生じるおそれ
のある大規模盛土造成地変動予測調査を行うことによ
り、被害防止対策の必要性を把握する。

[第 3 号] 事業別シート

 奈良県が、平成27年に調査公表した大規模盛土造成地
マップに基づき、宇陀市内44カ所の現地調査を行い安全
性の把握を行う。
大規模盛土造成地変動予測調査事業委託料 9,000千円

事業概要
(理由含）

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

9,000

令和 4 年度 宇陀市 一般会計

所管課

事業
区分

新規 事業名 大規模盛土造成地変動予測調査事業
補正予算

R4現計
予算額

科 目 補正前 補正額 補正後
委託料 0 9,000 9,000

(単位:千円)
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補正額 11,300

R4補正前
予算額

41,021

R4現計
予算額

52,321

特定財源の状況（単位：千円）
地方創生拠点整備交付金 5,650
合併特例債       5,300

備  考

国費 5,650

県費

市債 5,300

事業概要
(理由含）

財源の内訳（単位：千円）・物価高騰に伴う工事請負費の増額補正
 世界的な原材料費及び原油等のエネルギー価格の高
騰、ウッドショックの影響による木材価格の高騰に伴う
工事費の増額

分担金･負担金

使用料･手数料

その他

一般財源 350

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

総合計画 基本計画 ３−４−１ 駅前の活性化を推進します
根拠条例等

款 7 土木費

区分 № 区分名

事業の目的

 近鉄榛原駅前の賑わい創出という課題について、市内
外の方が気軽に利用できる交流施設を設置する。
 施設には「飲食コーナー」、「特産品コーナー又はマ
ルシェコーナー」、「観光案内コーナー」等を設け、宇
陀市の魅力に触れることができる来訪者や市⺠の憩いの
場を提供する。また、「移住・定住」の情報提供も行
う。 事業 3 本庁都市計画総務費（ま

ちづくり推進事業）

目 1 都市計画総務費

項 4 都市計画費

所管課 まちづくり推進課 (建設部) 宇陀市一般会計予算

事業
区分

継続 事業名 榛原駅前交流施設整備事業
令和 4 年度 宇陀市 一般会計 補正予算 [第 3 号] 事業別シート

科 目 補正前 補正額 補正後
手数料 21 0 21
監理業務委託料 4,000 0 4,000
工事請負費 37,000 11,300 48,300

合 計 41,021 11,300 52,321

(単位:千円)
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特定財源の状況（単位：千円）

分担金･負担金

使用料･手数料

国費

県費

市債

その他

R4補正前
予算額

一般財源 550

補正額

財源の内訳（単位：千円）

備  考

事業 21 文化会館費

根拠条例等 宇陀市文化会館条例
総合計画 基本計画 ４−４−２ 芸術・文化の振興を図ります

550

宇陀市一般会計予算(教育委員会事務局)

事業の目的

区分 区分名№

目 1 社会教育総務費

款 9 教育費

項 5 社会教育費

生涯学習課

 文化会館は市⺠の文化・芸術の向上に寄与することを
目指し、かぎろひホールでの各種催し物開催に対して適
切な技術提供（音響・照明）を行い、ホール舞台利用者
のニーズに対応する。

[第 3 号] 事業別シート

 かぎろひホールの舞台運営には3名必要であり、ホール
催し物の増加に伴う技術業務（音響・照明）委託回数増
加の必要が生じたため。
 文化会館ホール技術業務委託料
 25千円×20回×1.1=550千円

事業概要
(理由含）

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

1,325

令和 4 年度 宇陀市 一般会計

所管課

事業
区分

継続 事業名 文化会館ホール技術業務委託事業
補正予算

775

R4現計
予算額

科 目 補正前 補正額 補正後
委託料 775 550 1,325

(単位:千円)
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